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金融機関が知りたいのは 
「資金使途(使い道)」と「返済能力」 

融資審査にあたり、金融機関が重視するのは主に
次の 2つです。 
(1) 貸したお金は何に使われるのか?(資金使途) 

(2) 貸したお金はきちんと返済されるのか? (返済能力) 

「運転資金」「設備資金」の違いを理解し 
「どう返済するか」を説明しよう! 

(1) 貸したお金は何に使われるのか? 

お金の主な使い道には「運転資金」と「設備資金」が
あります。 
運転資金が必要になるケースは、主に、①売上の増
加(在庫および売掛金の増加) ②販売・仕入条件の変更
(代金の支払時期の前倒しによる買掛金の増加) ――等に
より、「支払う必要のある金額」が増加し、手元の現
金・預金でカバーできない場合が挙げられます。 
また、経済状況の激変や災害等の外的要因により、
一時的に売上が減少し給与や家賃の支払いが難し
くなった場合にも融資を受けることが必要になります。 
設備資金は、例えば、「店舗を増やしたい」「新た
な機械を導入して作業の効率化を図りたい」といった
時に必要になる資金です。設備資金の申し込みの際
は、金融機関に設備等の必要性・導入効果を説明す
る資料(事業計画)と、その設備の「見積書」をあらかじ
め用意することが大切です。 
運転資金、設備資金のいずれの融資であっても、
金融機関からすれば、「将来、返済するためのお金
(返済原資)」を生むものでなければ、融資は難しくなり
ます。 
そのため、運転資金や設備資金として融資を受け
る場合には、融資実行後の業績によって、「どのくらい
利益が生まれるのか」「その利益からいくら返済して
いくのか」を、社長自身の言葉で説明できるように準
備しておきましょう。これらの説明が明確で、かつ具体
的であればあるほど、金融機関は融資実行を判断し
やすくなります。 

 
次のような場合に該当すると、資金使途違反となるおそれ

があります。 
今後、新たな融資を受けられなくなったり、一括返済を求

められたりする可能性もありますので、注意しましょう。 

● 設備資金を運転資金へ流用したとき 

● 設備投資における見積金額と発注金額に差があり、その

差分の流用があったとき 

(2) 貸したお金はきちんと返済されるのか? 

金融機関は、融資の約定に従った元本返済と利息
の支払いを求めます。そこで大事になるのが「返済能
力」です。 
一般的に、返済能力は、①債務償還力②安定的な

収益性③資本の健全性――の 3 つの視点から、決
算書や試算表の数字を基に確認することになります。 

① 債務償還力 

借入金※1は利益*2の 15倍以内である 

② 安定的な収益性 

減価償却前経常利益が 2期連続赤字でない 

③ 資本の健全性 

直近の純資産額が債務超過でない 

※1 現金、預金控除後の正味額 
※2 償却前営業利益(営業利益+減価償却費)の額 

積極的・定期的な情報開示が 
金融機関との信頼関係をより深める! 

金融機関には、いったん融資をしたら、返済が全て
終わるまで、融資先の業績改善支援を含めたフォロ
ーが求められています。滞りなく返済が実行されるた
めにも、融資先の最新情報を把握したいと考えてい
るのです。 
そこで、年 1 回の決算書に加え、定期的に試算表

も提出するようにしましょう。 金融機関にとっては融
資先のバックアップ体制を整えることができ、また、中
小企業にとっては、金融機関から幅広く経営全般を
サポートしてもらえることにもつながります。 
積極的・定期的な情報開示は、金融機関との信頼

関係をより深める 「第一歩」です。 
出典：TKC事務所通信 
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金融機関は融資審査でココを見る! 

『 職員研修のお知らせ 』 

誠に勝手ながら、創業記念日における職員研修実施のため、下記の日程で事務所が職員不在となります。 

お客様には何かとご不便ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒ご理解を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

■ 研修期間 ： 2024年 7月 1日(月) 終日 

 


